
T s u C i t y

学校施設整備費の推移
（Ｈ2４年度～R5年度）

３－（１）－① 学校施設の整備①３.教 育

※白塚小学校、神戸小学校、一身田中学校は、平成23年度に設計を実施

学校施設の整備状況（Ｈ24～Ｒ５年度）

67

Ｈ２４年度

児童・生徒数の
増加への対応

　 　 　 　

プレハブ校舎
の解消

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

小中一貫教育
に伴う整備

　 　

給食室の改修 　 　 　 　 　 　 　 　

校舎の
改修工事

学校の再編
に伴う改修

　 　 　 　

幼稚園

Ｒ５年度

３１０，９１６千円

２６，９９２千円

１，７９４，６６２千円 ２，３９５，５５７千円 ４，２８３，９２４千円 １，１５９，７２５千円 ６５４，７３４千円 ７４３，１６４千円

２２，４４０千円 ４０，６９３千円 １０８，３２７千円

　 　

Ｈ２９年度 Ｈ３０年度 Ｒ１年度

年度別の事業費合計 １，１７６，９０１千円 １，７３９，３８５千円 １，９０６，７５７千円 １，９４１，２１４千円 １，２１１，５４６千円

１６３，４１８千円 ７２，３９９千円 １６７，１２０千円その他施設の維持工事 ２８３，９９８千円 １０５，６３３千円 ７５，５４２千円 １３６，３５０千円 ２３，６３２千円

トイレ快適化計画
（洋式化への改修）

　　　　　　　（維持修繕工事や大規模改造・増築と同時施工）

エアコン整備 - - -
（大規模改造・増築と同時

施工を開始）

　 　 　

　 　 　

　 　

　 　 　 　 　 　

校舎の長寿命化
改修工事

校舎の
増築工事

　 　 　 　

校舎の大規模
改造工事

　 　 　 　

Ｒ２年度 Ｒ３年度 Ｒ４年度事業名/事業年度 Ｈ２４年度 Ｈ２５年度 Ｈ２６年度 Ｈ２７年度 Ｈ２８年度

白塚小学校 ８５７，７５７千円 【設計費】１２，５７９千円

神戸小学校 ８４６，９３７千円 【設計費】１４，４２７千円

一身田中学校 ８５４，２３５千円 【設計費】１５，３５８千円

（Ｈ31年度工事完了予定）

中学校１６校、小学校分校１校

４４６，０４５千円
【設計費】 １８，３５５千円

小学校１６校

６５６，６１８千円
【設計費】 １６，２７５千円

【設計費（小学校１４校）】

１９，８８３千円

小学校６校、中学校２校

３５４，９０８千円
【設計費】 ５，１１１千円

【設計費】 ７，５３９千円

小学校３校、中学校１校

５６，９４５千円【設計費】 ３，３７８千円 【設計費】 ８，６９４千円

小学校７校、中学校３校

１７２，１０１千円【設計費】 ８，０１６千円
小学校６校、中学校２校

４１３，６８１千円

小学校５校、中学校３校

１１９，０７８千円

【設計費】 ７，７５７千円
一志西小学校

３６４，４００千円

【設計費】 １４，８００千円
久居東中学校

２２５，１０９千円
【設計費】 ２３，８１５千円

戸木小学校

５０９，６４１千円 【設計費】 ７，０４３千円

【設計費】 ２２，８８８千円 南が丘小学校 ４２４，４６２千円

【設計費】 ７，９６２千円
西が丘小学校

９２，４８３千円

【設計費】 １２，６２６千円

美里中学校 ７９１，８９７千円【設計費】 ３４，６０６千円

【設計費】 ３，１９７千円 立成小学校 １９７，５９３千円

【設計費】 １，６２０千円
栗真・片田・櫛形小学校給食

共同化受入 ２６，２４０千円

【設計費】 ６３０千円

【設計費】 ９０１千円

一志中学校 ８９１，３２６千円【設計費】 １７，２５０千円

【設計費】 １２，３０１千円

【設計費】 １２，０８５千円

【設計費】 １４，０００千円

【設計費】６，９８４千円

新町小学校

一期工事 ２８３，０１２千円 二期工事 １３０，１２７千円 三期工事 ２６９，２８０千円 四期工事 ２３０，７２４千円

藤水小学校

一期工事 ２９３，０６７千円 二期工事 １９４，３７０千円 三期工事 ４０４，３８４千円

南郊中学校

一期工事 ３８５，７００千円 二期工事 ２９７，１６３千円 三期工事 ３９１，０４６千円

【設計費】 ２３，５７４千円 1.
西が丘小学校

一期工事 ４６８，４１９千円 二期工事 ４８４，１１９千円 三期工事 ４１２，９５５千円

【設計費】 １８，１６５千円
久居中学校

一期工事 ３８３，５１２千円 二期工事 ２５１，６２８千円 三期工事 ４８７，５０３千円

桃園小学校

Ｒ２年度 ９０，７６５千円 Ｒ３年度 ９８，８５７千円

安東小学校給食共同化受入

１２，４５２千円

雲出小学校 ９，５２６千円

（感染症対策）

小学校３１校、中学校１３校

８８，６６９千円

【設計費】６，１４１千円

【設計費】７，１９５千円 朝陽中学校 １８３，３３７千円

安濃小学校 １２４，７１４千円

修成小学校 １５６，９１３千円

【設計費】７，１４３千円

【設計費】７，４５０千円

小学校<普通教室・特別教室>

【設計費（３１校）】 ２４，５７７千円

【工事費（４５校）】 １，７４０，１５１千円

中学校１７校<特別教室>

【設計費】 １１，００９千円

【工事費】 ４７３，２８１千円

幼稚園【工事費】 ６，４７７千円

（感染症対策）

小学校２５校<保健室> １３，９３２千円

中学校９校<保健室> ５，５３６千円

幼稚園１０園<保育室> ８，０８１千円

西橋内中学校

一期工事 １５２，５５５千円 二期工事 ９７，３５９千円

（感染症対策）

小学校２１校<給食室> ７，９８２千円

中学校１校<給食室> ４９５千円

（感染症対策）

幼稚園１７園 １３，８８３千円

（感染症対策）

小学校４校‹保健室› １，８８４千円

中学校１校‹保健室› ６３８千円

戸木小学校‹図書室›

【備品購入費】 ９１３千円

川合幼稚園‹保育室›

【備品購入費】 １，０７８千円

【設計費】７，３７３千円

芸濃小学校増築 ７３，４２９千円

【設計費】８，７５４千円

東橋内中学校 １２４，７６２千円

育生小学校

【設計費】１２，６５５千円

片田小学校

【設計費】１０，９０４千円

明合小学校

【設計費】１１，６９６千円

橋北中学校

【設計費】１２，７６０千円
白山中学校

【設計費】１３，７８８千円

上野小学校 １２４，８２６千円

橋南中学校 ２３４，７５９千円

（感染症対策）

小学校１０校、中学校７校

１６，３００千円

（感染症対策）

小学校‹職員室・校長室等›

【工事費（３校）】１９，３０５千円

【備品購入費（１６校）】１１，６７４千円

中学校‹職員室・校長室等›

【備品購入費（５校）】３，７１６千円

幼稚園‹職員室等›

【備品購入費（６園）】２，５９７千円

芸濃中学校‹普通教室・特別教室等›

【工事費】６１，７３２千円

Ｈ24～Ｒ５年度 学校施設整備費合計

事業名
大規模
改造

長寿命化
改修

増改築
トイレ
洋式化

エアコン
整備

その他 合計

校･園数 9 12 8 85 80 － －

整備費計
【億円】

89.1 13 .1 26.3 12.7 35.4 16.5 193.1
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児童・生徒数の増加への対応 久居東中学校、戸木小学校、芸濃小学校、
桃園小学校

事業費 約１０億６千万円（Ｈ２４～２７年度、Ｈ３０～Ｒ３年度）

大規模改造校 神戸・白塚小学校、一身田・一志中学校、新町小学校
藤水小学校、南郊中学校
西が丘小学校、久居中学校

事業費 約９０億円（Ｈ２３年～R２年度）

校舎の大規模改造工事

改修 前 改修 後 改修 前
改修 後

学校再編に伴う校舎の改修 一志西小学校
事業費 約３億７千万円 （Ｈ２４～２５年度）

改修 前
改修 後

校舎の改修工事

校舎の増築工事

トイレ快適化計画
（洋式化への改修）

改修 前 改修 後

一身田小学校

神戸小学校の教室改修 久居東中学校の校舎増築

一志西小学校の校舎改修

プレハブ校舎の解消 南が丘小学校、西が丘小学校
事業費 約５億５千万円（Ｈ２８年度までの２校の設計及び工事費）

小中一貫教育に伴う整備 義務教育学校
「みさとの丘学園」

事業費 約８億２，６５０万円
（Ｈ２７・２８年度継続事業費）

（Ｈ２８年度工事完了）

Ｈ２４．８策定
Ｈ２６．６改訂

３－（１）－② 学校施設の整備②３.教 育

南が丘小学校の
プレハブ解消

改修 前 改修 後

みさとの丘学園
（旧美里中学校）

H25 H26 H28 H29 H30～R2 R2 R3 R4

体育館・校舎 給食室 校舎

事業費

（千円）

校数 8 8 11 10 1 42 44 22 17

事業費

（千円）

（※）印の事業費は、大規模改造・増築等に含まれます。

（※）事業費合計は、Ｈ24年度の設計費（5,111千円）を含みます。

119,078 － 1,149,451（※） 88,669 8,477

7校
（27基）

16,300

12校
13校

（56基）

1校
（1基）

計

4

362,447 417,059 64,961 180,795

31校
（133基）

21校
（21基）

13,883

中学校
西橋内
久居東
（※）

久居西
一身田
（※）

東橋内
豊里

南が丘
久居

西郊
白山
橋南

南郊（※）

17園
（40基）

小学校

一身田
栗真
片田
敬和

高岡（※）
神戸（※）

南立誠
育生
櫛形

高茶屋
川口

白塚（※）

戸木（※）

感染症対策

年度 H27
合計

R3

改修方針 洋式化率10％未満校の解消 児童・生徒20人当たり１組確保

幼稚園

豊が丘
栗葉

雲出
南が丘
養正
桃園
成美
明合
大三

新町（※）

誠之
修成
黒田

立成（※）
千里ヶ丘

藤水（※）

西が丘
（※） 30校

感染症対策

10校
（13基）
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平成２６年８月１日号 広報津より

３－（１）－③ 【市長コラム】学校生活の問題解消～和式トイレとプレハブ校舎～３.教 育
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３－（１）－④ 小中学校へのエアコン設置（普通教室・特別教室・給食室）３.教 育

H27.12 エアコン整備方針を決定 平成２８年度から令和２年度の５年間で全小中学校の普通教室へ設置

平成２８年度から１５校のエアコンの単独整備工事に着手 平成２８年度から１５校のエアコンの単独整備

単独整備
４５校

新町小学校：平成２８年度～令和元年度

藤水小学校：平成２９年度～令和元年度

西が丘小学校：平成３０年度～令和２年度

大規模改造工事にあわせて整備３校
単独整備
１５校

大規模改造工事にあわせて整備２校

南郊中学校：平成２９年度～令和元年度

久居中学校：平成３０年度～令和２年度

整備
年度

小学校名 校数 教室

第１期 H３０ 上野、豊津、黒田、千里ヶ丘、南立誠、北立誠、高茶屋、雲出、
南が丘、誠之、成美、戸木、立成、桃園、一志西、一志東

１６
普通教室
２８３

平成２８年度～令和元年度の４年間で小中学校の普通教室・特別教室等への設置を完了
※大規模改造工事に合わせて整備した２校は令和２年度完了

※設置済校（３校）：芸濃、一志、みさとの丘後期

※設置済校（１校）：みさとの丘前期 整備
年度

中学校名 校数 教室

H２９ 橋北、東橋内、西橋内、橋南、西郊、一身田、豊里、南が丘、久居西、
久居東、朝陽、東観、香海、白山、美杉

１５
普通教室
２００

第２期 Ｒ１ 芸濃、明、一身田、白塚、栗真、大里、高野尾、豊が丘、敬和、
修成、育生、栗葉、榊原、香良洲

１４
普通教室
１９６

第３期
R2⇒R1
（前倒し）

安濃、明合、村主、草生、養正、神戸、安東、櫛形、片田、
家城、川口、八ツ山、大三、倭、美杉

１５
普通教室
１２９

Ｒ１ （第１期～第３期の学校） ４５

特別教室
１８４
給食室
３１

Ｒ１ 橋北、東橋内、西橋内、橋南、西郊、一身田、豊里、南が丘、久居西、
久居東、朝陽、東観、香海、一志、白山、美杉、みさとの丘後期

１７

特別教室
１０４
給食室

３

※大規模改造等分は除く
総事業費 約３４億円（学校施設環境改善交付金・ブロック塀・冷房設備対応臨時特例交付金・合併特例事業債を活用）

小学校のエアコン整備小学校のエアコン整備 中学校のエアコン整備中学校のエアコン整備

平成２９年度から３期に分けて４５校を整備

事業費 約２４億６千万円事業費 約２４億６千万円 事業費 約９億４千万円事業費 約９億４千万円

国の平成３０年度補正予算で創設された補助制度を有効活用し、
小学校第３期分の普通教室への整備を前倒しするとともに、新たに小中学校の特別教室等にも整備
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３－（１）－⑤ 小中学校のエアコン整備の状況３.教 育

【エアコン整備の状況】

～平成29年度 夏 中学校の普通教室へエアコン設置

平成30年度～令和元年度 小中学校の普通教室、特別教室、給食室へエアコン設置

令和２年度（感染症対策） 幼稚園の保育室へエアコン設置・老朽化により能力が低下した小中学校の保健室のエアコン改修

令和３年度（感染症対策） 老朽化により能力が低下した小中学校の保健室・図書室、幼稚園の保育室のエアコン改修（繰越分含む）

令和４年度（感染症対策）
平成１７年度に設置した芸濃中学校の普通教室・特別教室等 及び
老朽化により能力が低下した小中学校・幼稚園の職員室等のエアコン改修

室数 事業費 室数 事業費 室数 事業費 室数 事業費 室数 室数 室数 事業費 室数 事業費 室数 事業費 室数 事業費

普通教室 － － 283室 6.8億円 325室 29室 60室 － － 697室

特別教室 46室 1.1億円 184室 5室 20室 1室 913千円 256室

給食室 － － 31室 2室 3室 － － 36室

保健室 － － － － － － － － － － 25室 0.1億円 4室 1,884千円 － － 29室

職員室等 － － － － － － － － － － － － － － 25室 0.3億円 25室

普通教室 － － 200室 4.6億円 － － 21室 41室 9室 271室

特別教室 10室 0.3億円 104室 7室 17室 4室 142室

給食室 － － 3室 － － 1室 4室

多目的室等 － － － － － － － － － － 8室 8室

保健室 － － － － － － － － － － 9室 0.1億円 1室 638千円 － － 10室

職員室等 － － － － － － － － － － － － － － 5室 3,716千円 5室

保育室 － － 4室 0.1億円 － 10室 0.1億円 1室 1,078千円 15室

遊戯室 26室 0.6億円 － － 1室 － － － － 27室

職員室等 － － － － － － － － － － － － － － 7室 2,597千円 7室

82室 2.0億円 200室 4.6億円 283室 6.8億円 651室 22.7億円 65室 141室 44室 0.3億円 7室 4,513千円 59室 1.0億円 1,532室 37.4億円

－ －
0.8億円

合計

幼稚園
－ － － － －

－ － 0.6億円

10.5億円

－ － 4.8億円

－ －

26.1億円

－ －

中学校・
義務教育
学校（後
期）

－ －
－ －

小学校・
義務教育
学校（前
期）

－ － 17.8億円 － －

合計

H23～H28
（小計）

H29 H30 R1
H24～

H28
H28～

R2
R2 R3 R4

種別 種別

施設整備
（PC室・図書室）

エアコン整備事業
（普通教室・特別教室・給食室）

※各年度の事業費合計は、前年度の設計費を含みます。

大規模改造・
増築等

感染症対策
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３－（１）－⑥ 小・中・義務教育学校のトイレ洋式化の状況３.教 育

※ 表中の洋便器数は、大規模改造（平成24年度～令和2年度）・長寿命化改修（令和3年度～）や増築・改修工事に合わせて進めた洋式化を含む
※ 校舎及び屋内運動場のトイレ（屋外専用トイレ、プールは除く）・ 多目的トイレ、障がい者トイレ等を含む

■トイレ快適化計画に基づき、小学校は洋式化率が２０％に満たない学校、中学校は１０％に満たない学校を優先的に整備
■大規模改造工事等にあわせて整備 ※整備した学校数：Ｈ25～Ｈ27（前期）で小学校１３校、中学校５校

■さらに児童・生徒の人数に考慮した整備が早期にできるよう計画を見直し、洋式便器当たりの児童・生徒数の考え方を取
り入れ、１洋式便器当たりの児童・生徒数が「２０人」以下となるよう整備

■大規模改造工事等にあわせて整備 ※整備した学校数：Ｈ27（後期）～Ｈ29で小学校１６校、中学校７校
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■避難所としての機能を担う学校施設のトイレ洋式化を実施

【小学校】３１校・１３３基洋式化（校舎17校80基・屋内運動場14校16基・職員用17校37基）
【中学校】１３校・ ５６基洋式化（校舎 8校37基・屋内運動場 8校15基・職員用 3校 4基） 【事業費 0.9億円】

【事業費 7.8億円】

【事業費 3.7億円】

■給食調理員の感染症対策として給食室内のトイレ洋式化を実施

【事業費 0.1億円】

■避難所の衛生環境向上のため、洋便器が設置されていない屋内運動場のトイレ洋式化を実施

【小学校】２１校・２１基洋式化 【中学校】１校・１基洋式化

【トイレ洋式化の状況】

【小学校】９校・１５基洋式化 【中学校】４校・７基洋式化 【事業費 0.1億円】

トイレ洋式化による教育環境の向上に取り組んでいます。 【事業費計１２．７億円】
※ 端数処理の関係により内訳の計と一致していません。

■児童生徒数に対して洋式トイレの数が不足している小中学校のトイレ洋式化を実施

【小学校】１０校・１３基洋式化 【中学校】７校・２７基洋式化 【事業費 0.2億円】

■実情に応じた小中学校のトイレ洋式化を実施
【小学校】 ３校・６基洋式化 【中学校】１校・２基洋式化 【事業費 300万円】

職員用等

小・中・義務
教育学校合計

学校数
総便器数

（基）
洋便器数
（基）

洋便器率
（％）

学校数
総便器数
（基）

洋便器数
（基）

洋便器率
（％）

総便器数
（基）

洋便器数
（基）

洋便器率
（％）

洋便器数
（基）

56 2,345 537 22.9 20 1,004 249 24.8 3,349 786 23.5 69
【前期】
H25
～
H27

【後期】
H27
～
H29

49 2,120 1,211 57.1 20 1,010 535 53.0 3,130 1,746 55.8 230

49 2,135 1,370 64.2 20 986 602 61.1 3,121 1,972 63.2 277

49 2,129 1,388 65.2 20 983 617 62.8 3,112 2,005 64.4 303

49 2,132 1,405 65.9 20 986 647 65.6 3,118 2,052 65.8 304

49 2,134 1,411 66.1 20 986 649 65.8 3,120 2,060 66.0 304

H24

児童・生徒用

小学校・義務教育学校（前期） 中学校・義務教育学校（後期） 小・中・義務教育学校合計

3,122

トイレ
快適化
計画等

H25
～
H29

避難所
整備等

H30～R2

49 2,135 1,274 59.7 20 987 550 55.7

トイレ
環境改善

整備

一般財源
（0.1億円）

一般財源
（300万円）

R5

財源

学校施設
環境改善
交付金

（2.4億円）
・

合併特例
事業債

（7.8億円）

新型コロナ
ウイルス

感染症対応
地方創生

臨時交付金
（1.2億円）

1,824 58.4 236

感染症
対策

R2

R3

R4
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平成３０年１２月１日号 広報津より

３－（１）－⑦ 【市長コラム】学校エアコンとブロック塀に国の予算が追加されるまで３.教 育
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老朽化
対応

耐震化 大規模改造

・外装（外壁・屋上防水の改修）

・内装（壁・天井の塗装替え）

・バリアフリー対応

（エレベーター、多目的トイレの設置）

・防災機能強化

・トイレ洋式化

・ 児童生徒が長時間使用する普通教室が含まれる棟を

対象

・ 将来にわたって使用する校舎棟を対象

・ 劣化度調査に基づき機能維持に必要な改修を優先

基本方針

古い施設を優先して老朽化対策
令和２年度末までに９校完了

計画期間中に より多くの学校を整備
（１０校程度を目標）

長寿命化改修
第２期津市学校施設長寿命化計画
前期計画：令和２年度～７年度

 最も改修が必要な校舎棟を選定
 機能維持を図ることを優先

経年劣化した建物の優先箇所の原状回復
（あわせて性能向上）

地震
対応

平成２３年度末までに
全ての学校の耐震化が完了

総事業費（平成18～23年度） 23.2億円

内
訳

国庫補助金 10.1億円

市
債

合併特例事業債 6.6億円

義務教育施設整備事業費 1.2億円

一般財源 5.3億円

改
修
内
容

総事業費（平成23～令和2年度） 89.6億円

内
訳

国庫補助金 15.9億円

合併特例事業債 64.1億円

一般財源 9.6億円

３－（１）－⑧ 学校施設長寿命化改修事業３.教 育

【単位：百万円】

R2
【実績額】

R3
【実績額】

R4
【実績額】

R5
【予算額】

計

設計費 20 23 7 61 111

工事費 0 464 512 222 1,198

計 20 487 519 283 1,309

工　事
実施校

修成小
安濃小
朝陽中

上野小
西橋内中
橋南中

東橋内中
西橋内中
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３－（２）－① 津市小中一貫教育３.教 育

（津市教育委員会作成）～小学校から中学校への９年間を見通した系統的・連続的な教育の実施～

学校生活の充実課題を解決するための２つの柱学力の向上

○多様な人材の活用
・津市臨時講師
・特別支援教育支援員
・スクールカウンセラー等

○小学校での教科担任制
○乗り入れ授業

【授業改善】 【多様な人材の活用】 【英語力の向上】

○積極的な授業改善

・授業方法の研究

・専門家からの指導

○小中合同研修会

○ＡＬＴ（外国語指導助手）、
英語教育推進指導員による外
国語活動の充実

○英語教育推進研修会開催によ
る授業力の強化

○７年間の英語カリキュラム

【地域の教育力の活用】【学校生活の不安解消】【指導の方向性統一】

○生活のきまりの統一

○家庭学習の手引き作成

○読書活動の推進

・中学校区への図書館司

書の配置

○児童生徒の交流活動
・人権フォーラム
・合同文化祭

○不登校の未然防止

・欠席状況等の情報共有

○保護者・地域との合同活動
・避難訓練
・清掃活動
・ノーメディアデーの

取組

平成２６年度～２９年度 【当初の主な課題】 ○基礎的な知識、技能を活用する力の不足 ○家庭学習習慣の未定着 ○中学校進学時の不登校生徒の増加

平成３０年度～

【成 果】◆「わかる授業・できる授業」への授業改善の促進 ◆生徒指導の方向性の統一 ◆小学校から中学校への接続 ◆地域と連携した教育活動の充実

津市小中一貫教育ネクスト事業をスタート
●新学習指導要領の趣旨を踏まえた実践的な研修
●各取組に対する中学校区におけるＰＤＣＡサイクルの確立

めざす子ども像の共有 系統立てたカリキュラムの検証と活用 柱となる取組の推進

◆重点的な課題について、９年間を見据え、小学校教育と中学校教育の連
続性を意識した取組の実施

◆津市架け橋プログラムによる幼児教育と小学校教育の教育課程の接続

◆全国学力・学習状況調査の分析結果（成果と課題）を踏まえた取組

◆津市英語教育推進計画のもと、小学校３年生から７年間のカリキュラム
に沿った取組の充実

＜令和５年度の主な取組＞ テーマ 「接続」
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◇学力の向上

ペアやグループ活動を軸にした主体的・対話的で深い学び
ができる授業を、９年間一貫して行う

◇英語活動の推進

１・２年生の英語活動や全学年での朝の短時間学習も実施
し、９年間一貫した英語教育を行う

◇美里創造学習など

美里地域の自然・歴史・文化・産業を学ぶ地域学習や、反

差別の視点で仲間とともに考え行動できる力を学ぶ人権
学習を９年間一貫して行い、地域にも発信する

３－（２） －② 美里地域における義務教育学校の設置３.教 育

学校教育法の一部が改正（平成28年4月1日施行）され、小学校から中学校までの義務教育
を一貫して行う、新たな学校の種類として「義務教育学校」が制度化される

義務教育学校の概要

○名称 津市立みさとの丘学園
○位置 津市美里町三郷84番地
○面積 〔敷地〕 31,582㎡（新設のプール敷地を含む）

〔校舎〕 5,190㎡（鉄筋コンクリート造（一部木造））
○児童生徒の人数（令和5年5月）

前期課程（小学校） 140人
後期課程（中学校） 96人

校舎の増築（H27年度）

総事業費 ８億９，５２３万円

H27年：6億5,320万円 H28年：2億4,203万円名称は、地域住民の皆さ
んにアンケート調査を実
施し、美里地域小中一貫
校構想推進会議において
協議

美里地域において、長野小学校、高宮小学校、辰水小学校、美里中学校を再編し、現在

の美里中学校施設を活用した義務教育学校として、平成２９年４月６日に開校しました

※通学対策などの関連事業を含む

これまでの主な取組

◇施設環境の整備 ◇通学対策 ◇ウォームアップ事業
など
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３－（２）－③ 英語教育の推進３.教 育

津市英語教育推進計画 ～TSUから始まるABC♬～ 教育研究支援課

◎他国の人々に自分たちの生活様式や文化を伝える力を育むために、日本や郷土津市について学習したことを積極的に
英語で発信しようとする態度を育成する。

◎中学校卒業時に英検３級相当の英語力を身に付けさせる。

目 標

目 標

●技能統合型の授業スタイルの確⽴

小 学 校 中 学 校

●CAN-DOリストを活用
した接続及び授業改善

●学習内容の系統性・
指導方法の継続性を
意識した授業づくり

●学びを深める授業づくり

英語に興味・関心を持ち、積極的にコミュニケーションを図ろうとする子どもの育成

（津市教育振興ビジョンより）

英語に興味・関心を持ち、積極的にコミュニケーションを図ろうとする子どもの育成

（津市教育振興ビジョンより）

活き活きと英語を使う授業スタイルの確立
活き活きと英語を使う授業スタイルの定着

R5～R7

Developing
発展期

F i x i n g
定着期

R8～R9

令和５年度～令和９年度

・協働的な学び
・これまで学んできたことや、既習事項と他教
科の学びをつなぎ合わせた教科横断的視点

・スモールトークを帯活動で実施

●JTEとALTの効果的なTT
・子ども理解と学習者モデルの提示

●学習者⽤デジタル教科書の活⽤
・個別最適な学び
・自主学習をとおした自立した学習者の育成

学びの連続性

・協働的な学び
・自分の考えや気持ちを伝え合う言語活動の適
切な位置付け

・目的・場面・状況を意識した言語活動の充実

●英検チャレンジシステムの活⽤
・学習到達度の把握から授業改善・学習改善へ

●学習者⽤デジタル教科書の活⽤
・個別最適な学び
・自主学習をとおした自立した学習者の育成

相手・目的意識を重視した授業スタイルの確立

津市版英語教育カリキュラム〜TSU-STANDARD〜の活⽤
小中接続

（令和４年度実績 ：生徒全体の51.4%
令和９年度目標値：生徒全体の60.％ ）
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2018年度から小学５・６年生を対象とした総合的な救命教育プログラムを開始

☆ 家庭学習・・・夏休み期間を利用して家族とともに学ぶ
☆ 体験学習・・・様々なシナリオに取り組む「子どもメディカルラリー」

プロジェクトの骨子

３－（２）－④ 子ども救命教育プロジェクト３.教 育

◆コロナ禍であっても子どもたちに楽しく学べる教材を届けようと、令和２年
度に「きゅうめいノート」をリニューアルしました。主な変更はQRコードを使
用し動画の再生や確認テストをWeb化しました。また、新型コロナウイルス
対策のページも追加し、学ぶことで災害や病気、感染症に対応ができる新
たな救命教育がスタートしました。

◆令和４年度には、デジタル版「きゅうめいノート」を作成。津市e-Learning
ポータルに掲載し、ワンクリックで動画にアクセスできるようになり、より家
庭学習で活用しやすくなりました。

家庭学習の教材をリニューアル

★平成29年度 ３者連携のプロジェクトチームを始動
編集委員会で学習テキストの制作開始

★平成30年度 夏休み期間にテキストを利用した家庭学習を開始
★平成30年度 家庭学習を踏まえた子どもメディカルラリーを開催
★令和元年度 テキスト「きゅうめいノート」による家庭学習を実施
★令和元年度 第６回子どもメディカルラリーを開催
★令和２年度 新「きゅうめいノート」を全ての津市立小・義務教育学校の

小学５．６年生へ配付
★令和３年度 新「きゅうめいノート」を全ての津市立小・義務教育学校の

小学校5年生へ配付
★令和４年度 デジタル版「きゅうめいノート」を制作

津市e-Learningポータルに掲載し、家庭学習を実施
★令和５年度 津市e-Learningポータルに掲載し、家庭学習を実施

★平成２６年から体験型の学習として「子どもメディカルラリー」を開催
★家族とともに学ぶ家庭学習の要素を追加し、体験学習型の子どもメディカル

ラリーと併せて、総合的な救急教育プログラムへ発展させることを考案

三重大学医学部附属病院救命救急センター

医療・教育・消防による３者連携プロジェクト

プロジェクトの経緯
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３－（２）－⑤ 津市ＧＩＧＡスクール構想の実現３.教 育

コンピュータや情報通信ネットワークなどを活用できる環境を整備し、情報活用能力を、言語能力、問題発見・解
決能力等と同様に「学習の基盤となる資質・能力」と位置づけ、多様な津市の子どもたち一人一人に応じた個別最適
化学習を実現させ、新たな時代を担う人材を育成する。

目 標

「Society5.0時代」に必要な力
①読解力や情報活用能力
②教科固有の見方・考え方を働かせて自分の頭で考えて表現する力
③対話や協働を通じて知識やアイデアを共有し、新しい解や納得解を生み出す力

・学校における高速ネットワーク環境（無線ＬＡＮ）の整備＜３億９，８９９万円＞
・すべての児童生徒に１人１台端末 ＜小学校１３，９０２台（６億７，８４２万円）、中学校６，５５６台（２億４，６２８万円）＞

令和２年度ＩＣＴ環境を整備

学 び を 支 え る 環 境 の 充 実

令和３年度からタブレット端末を活用した授業を開始

主体的・対話的で深い学びの実現 令和５年度の取組

「個別最適な学び「協働的な学び」を一体的に充実

個別学習⼀⻫学習

家庭学習協働学習

～双方向型
一斉授業の実現～

～各自の考え等
を共有しながら
学び合う授業の
実現～

個別最適な学び

協働的な学び

⽣涯にわたって学び続けようとする意欲、個性や能⼒を⽣かした学びによる確かな資質・能⼒の育成

多様な価値観や考えに触れることで、協働しながら問題発⾒や問
題解決に挑む資質・能⼒の育成

～ニーズや学習状
況に応じた

個別学習の実現～

～学校の授業と家
庭の学習との連携
した学びの実現～

学校の授業と家庭学習をより連動させた学びの充実

・授業に臨むための学習や、学んだことを活かす学習等に
おいて、タブレット端末等のＩＣＴを効果的に活用

家庭等におけるオンライン学習の全校実施

ヘルプデスク（ＩＣＴサポーター）の設置

・学校におけるＩＣＴ機器に関するトラブルや相談への対応
やアカウントの作成支援等を実施

学 校
事務局内

ヘルプデスク
（ICTサポーター）

トラブル発生の報告、活用に係る相談

電話・学校訪問

トラブル対応、アカウント作成支援

教員の資質向上のための取組

全教職員を対象とした研修
・教職員のニーズに応じた指導力・対応力向上のための研修を実施

（津市教職員研修会４０講座程度）

情報教育推進教員育成研修
・タブレット端末を活用した授業力の向上研修や各分野における専門家等からの講座等、
年１０回程度、校区において情報教育を推進する人材育成のための講座を実施 79
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令和２年８月１日号 広報津より

３－（２）－⑥ 【市長コラム】小中学生に１人１台のパソコンを３.教 育
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３－（３） 総合教育会議３.教 育

総合教育会議は、地方教育行政の組織及び運営に関する法
律の一部を改正する法律の施行により、平成27年4月1日から、
すべての地方公共団体に新しく設置された会議です。

総合教育会議では、首長と教育委員会が教育、学術及び文
化の振興に関する総合的な施策の大綱や重点的に講ずべき
施策などについて協議・調整を行います。

・会議は首長が招集。
原則公開。

・会議の構成員は、首長
と教育委員会。

津市総合教育会議（Ｈ27.4.1設置）のこれまでの開催実績

首長

教育長

委員

委員
委員

委員

津市総合教育会議の様子※ 上記表には、令和元年度以降の会議を掲載しています。
平成27年度は11回、平成28年度は10回、平成29年度は5回、平成30年度は5回会議を開催しました。 81

開催日 協議・調整事項 開催日 協議・調整事項

第３２回
令和元年5月27日

１ 幼児教育・保育の無償化について
２ 学力を向上させるための教員が子どもたちと向き合う時間の

確保に向けた主な施策について
３ 教育大綱の改正に向けた今後の進め方について

第４４回
令和3年9月28日

津市総合教育会議懇談会の結果について

第３３回
令和元年10月17日

津市の教育、学術及び文化の振興に関する総合的な施策の
大綱（検討案）について

第４５回
令和3年10月27日

コロナ対応を踏まえた学校教育の展望について

第３４回
令和元年11月20日

津市の教育、学術及び文化の振興に関する総合的な施策の
大綱（案）について

第４６回
令和3年11月30日

令和４年度に向けた学校教育における取組案について

第３５回
令和元年12月20日

１ 津市の教育、学術及び文化の振興に関する総合的な施策の
大綱（案）について

２ 教員支援員の配置について

第４７回
令和4年2月9日

令和４年度の教育行政について

第３６回
令和2年1月23日

１ 津市の教育、学術及び文化の振興に関する総合的な施策の
大綱（案）について

２ 第2期津市子ども・子育て支援事業計画（案）における
幼児期の教育・保育の提供体制のあり方について

第４８回
令和4年6月29日

１ 学校運営協議会（コミュニティ・スクール）について
２ 津市架け橋プログラムの実施に向けて

～学びの芽生えから生涯の豊かな学びにつなげる～

第３７回
令和2年2月6日

１ 学校校舎棟の新たな環境整備の考え方について
２ 令和２年度の教育行政について

第４９回
令和4年11月14日

津市総合教育会議懇談会の結果に基づく今後の取組に
ついて

第３８回
令和2年4月7日

令和２年度の主要施策について
第５０回

令和4年12月23日
令和５年度に向けた教育施策の取組について

第３９回
令和2年7月7日

学校の臨時休業及び再開に伴う課題について
第５１回

令和5年2月6日
令和５年度の教育行政について

第４０回
令和2年8月24日

津市GIGAスクール構想の実現について
第５２回

令和5年5月12日
教育大綱の策定に向けた今後の進め方について

第４１回
令和2年12月21日

新型コロナウイルス感染症に対応した新しい学校生活様式を
踏まえた取組について

第５３回
令和5年10月4日

津市教育大綱の策定にかかる検討案について

第４２回
令和3年2月3日

令和３年度の教育行政について
第５４回

令和5年11月22日
津市の教育、学術及び文化の振興に関する総合的な施策の
大綱（案）について

第４３回
令和3年6月30日

学校における新型コロナウイルス感染症発生時の対応
について

第５５回
令和5年12月25日

津市の教育、学術及び文化の振興に関する総合的な施策の
大綱（案）について
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地方教育行政の組織及び運営に関する法律の改正（Ｈ27.4.1） 総合教育会議の設置、教育大綱の策定

新たな教育大綱の策定に向けて現行の教育大綱に関連する教育現場の現状・課題を把握

学校現場や保護者の声を踏まえ、現行の教育大綱を引き継ぎながらさらに力を入れて取り組んでいくポイントを３つの着眼点に絞り策定

管理職の声 津市小中学校長役員

保護者の声 津市ＰＴＡ連合会本部役員

３
つ
の

着
眼
点

１ 教員が子どもたちと向き合う時間の確保

２ 組織的・機動的な学校経営

３ まち全体で子どもたちを支援する教育環境の整備

今までの教育大綱

管理職の声 津市立幼稚園長会役員

新たな教育大綱

３
つ
の

着
眼
点

１ 教員が子どもたちと向き合う時間の確保

２ 組織体制の構築による信頼される学校づくり

３ 未来へとつながる教育・子育て環境の整備

３－（４） 津市の教育、学術及び文化の振興に関する総合的な施策の大綱３.教 育

津市総合教育会議懇談会
を開催（４回）

先生の声 現場教職員の代表

大綱の対象期間が令和元年度で終了

対象期間（令和２年度～令和５年度の４年間）
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年度 配置数

Ｈ３０ ・１人（１校）

Ｒ１ ・２人（２校）

Ｒ２ ・７４人（６８校） 年度当初２４校配置、年度途中残り４４校に配置

Ｒ３ ・９４人（６９校） ６月１０日より全校配置

Ｒ４ ・９１人（６９校） ５月２日より全校配置

Ｒ５ ・８３人（６９校） ４月２４日より全校配置

教員支援員の配置先（令和５年度) ※１１人を２２校へ配置

教員支援員の特色

※ 教員数、児童生徒数及び学級数は令和５年５月１日現在

３－（５）—① 教員支援員の配置３.教 育

教員支援員の配置状況（平成３０年度～）

教育大綱の実現

子どもたちの学力を向上させるために
教員が子どもたちと向き合う時間を確保します！

配置の考え方（令和５年度）

複数校で勤務を行う教員支援員を
増員して、配置校を拡大

より有効的に活用している小中学校
へ多くの教員支援員を配置

《参考》 スクール・サポート・スタッフについて

多様な人材をスクール・サポート・スタッフとして県内公立学校に配置し、効果的に活

用するとともに、他の取組と組み合わせながら教職員の業務負担軽減を進め、学校

における働き方改革を推進する。

スクール・サポート・スタッフの配置状況（平成３０年度～）

趣旨

年度 Ｈ３０ Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５

配置数
４人

（４校）
７人

（１１校）
８人

（１６校）
９人

（１８校）
１０人

（２０校）
１１人

（２２校）

学校名 退職時の役職 性別 教員数 児童生徒数 学級数

誠之小学校
幼稚園長 女

29 471 22

成美小学校 27 434 20

西が丘小学校
幼稚園長 女

36 764 31

新町小学校 28 476 22

一身田小学校
担当主幹 女

24 485 19

南が丘小学校 34 738 28

立成小学校
幼稚園長 女

32 614 27

高茶屋小学校 38 663 28

千里ヶ丘小学校
担当主幹 男

33 530 24

北立誠小学校 25 445 20

明合小学校
保育園長 女

10 101 7

草生小学校 10 50 6

戸木小学校
担当主幹 女

24 425 18

芸濃小学校 24 394 18

一志西小学校
担当副参事 男

25 364 18

一志東小学校 23 401 19

橋北中学校
担当副参事 男

38 596 21

橋南中学校 37 453 22

久居中学校
幼稚園長 女

42 610 24

久居東中学校 33 463 18

朝陽中学校
担当主幹 男

37 528 21

一身田中学校 32 481 19
83
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平成３０年１１月１日号 広報津より

３－（５）－② 【市長コラム】多忙な先生を子どもたちに返そう３.教 育
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３－（６） 三重弁護士会とのスクールサポート連携協定３.教 育

三重弁護士会

専門的な助言
【学校現場の課題】
○保護者からの要望等に、どう寄り添うか
○学校管理下での子どもの事故への適切な対応

が図れるか （授業、給食、休み時間、校外活
動、部活動など）

○児童虐待等の課題に対し、関係機関等と連携
した対応が図れるか

○地域とともにある学校として地域住民との良
好な関係を構築できるか

【教職員対象】
○課題対応に対する教員への指導・ 助言
※法令に基づく対応

○法的側面からの予防教育（講話等）
※学校現場における トラブルを判例を交えて指導

●難しい課題の早期解決・未然防止の取組 ●学校の相談体制の充実

地域貢献

効果的な連携

法的相談【教育委員会対象】
○学校における相談体制の整備

○教職員の対応力向上に向けた研修等の実施

法律の専門家である弁護士の知識や経験に基づいた指導・助言

教育委員会包括連携協定
平成３１年４月４日

【児童生徒対象】
○いじめ予防やＳＮＳの利用等に係る授業の実施

【実績】
・津市中学生リーダー研修会での講義
・小中学校での授業
・校長研修会での講義
・教頭研修会での講義
・生徒指導担当者研修会での講義及び
グループ討議での助言
・各校からの法律相談 等 教職員研修会 中学校での授業
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主体的な活動の中で 「見る」「調べる」「共有する」 といった活動の広がり

●教員と一緒にICT機器を活用して、自分たちの思いの実現のために、試行錯誤したり、想

像を膨らませたりしながら、役割や手順、時には上手くいかない経験もしながら解決策を

模索するなど、生活の中で思考力の芽生えが育まれる。

●個人の体験で留まらず、集団とのやり取りの中で、情報収集、対話、探求心を生み出し、

体験と体験をつなぐことで、学びに向かう力につながる。

●多くの幼稚園及び小学校が、幼小連携の在り方に課題意識を持っている。また、各校・園 における連携の必要性に関する意識の差があったり、連携の対象となる校・園がはっきりしていなかったりなどの状況がある。
●各校区における幼小連携が、行事の交流や就学前の引継ぎ等にとどまり、資質・能力をつなぐカリキュラムの編成・実施が行われていない場合が多い。

●「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」の理解が十分でなく、到達目標と誤解され、連携の手がかりとして十分機能していない。また、幼児教育施設が多様な施設類型に分かれていることから、幼児教育施設間で
連携を図りながら共通理念をもって、小学校へ幼児期の育ちを発信していくことが必要である。

３－（７） 乳幼児期から小学校への連続した学び３.教 育

乳幼児期から小学校への連続した学び～津市架け橋プログラムの実施に向けて～

これまでの幼小連携の取組からの課題

●幼児期から児童期のそれぞれの発達の特性や連続性を見通しつつ、５歳児と小
学校１年生のカリキュラムを一体的に捉え、幼児教育と小学校教育の関係者が
連携しながら、それぞれのカリキュラム・ 教育方法の充実・改善にあたる。

●「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を手掛かりに幼児教育と小学校教育
の関係者による子どもの姿、育ち、学びについての話し合いを充実させ、相互
理解を図るとともに、それぞれの教育方法の充実・改善につなげる。

●架け橋期における環境の構成や子どもへの関わり方に関する工夫等を見える化
し、家庭や地域にも発信する。

津市架け橋プログラムがめざすもの

津市架け橋期カリキュラム在り⽅検討委員会
○相互の教育の内容や⽅法に関する理解の改善・発展
○園・⼩学校と関係機関及び関係団体との連携
○⼊学当初の⼩学校１年⽣の実態把握アンケート実施
津市架け橋期カリキュラム検討ワーキング会議
○実践・交流・協議
○カリキュラムの作成

【令和４年度】カリキュラムの開発

○モデル⼩学校区における津市架け橋期カ
リキュラムの実践・検証

〇モデル⼩学校区の取組実践報告会の実施
〇津市架け橋期カリキュラムの⾒直し・完
成

【令和５年度】カリキュラムの検証

〇⼩学校区において、架け橋期カリキュラ
ムを作成・実践

〇実践交流会を実施

【令和６年度】カリキュラムの実施

小
学
校
教
育

幼
児
教
育

３
歳
未
満
の
保
育愛着形成

認

知

能

⼒

⾮

認

知

能

⼒

非認知能力の基礎

遊びや生活の中で出会う興味や関心に沿ったICT機器の活用各教科等の学習内容の系統的な学び

・自覚的な学び
・各教科等の学習内容を系統的に学ぶ教育課程
・到達目標「～できるようにする」等
・教科カリキュラム（学問の体系を重視）
・学級、学年等
・時間割に沿っ

た一日の流れ

遊びや生活を通した総合的な学び

・学びの芽生え
・５領域（健康・人間関係・環境・言葉・表現）
・方向目標「～を味わう」「～を感じる」等
・経験カリキュラム（生活や経験を重視）
・個人、友達、小集団
・子どもの生活のリズ

ムに合わせた１日の
流れ

幼児期の終わりまでに育ってほしい姿

健康な心
と体

自立心 協同性
道徳性・
規範意識
の芽生え

社会生活
との関わ
り

思考力の
芽生え

自然との
関わり・
生命尊重

数量や図
形・標識や
文字等への
関心・感覚

言葉によ
る伝え合
い

豊かな感
性と表現

体育 音楽 国語 算数

特別活動 道徳 図画工作

５領域

健康 言葉

人間関係 表現

環境

生涯にわたる人格形成にとって極めて重要な時期

・十分に養護の行き届いた環境の下に、くつろいだ雰囲気の中で子どもの様々な欲求を満たし、生命の保
持及び情緒の安定を図ること

・非認知能力の基礎が乳幼児期に育つ
・この時期の保育には、愛着行動、基本的信頼感、自己肯定感の育ちを意識した展開が不可欠

ス
タ
ー
ト
期

ア
プ
ロ
ー
チ
期

接
続
期

自己を発揮し、主体的に新しい学校生活を創り出す

各教科等の学習内容の系統的な学び

タブレット端末を活用した個別最適化・協働的な学び

小学校での活動

「春を見つけよう！」

生活科の時間に校庭に出て、
春を感じながら自分で見つけた
春（花や虫等）を、一人一台タ
ブレット端末で写真に撮って、
友達に紹介する活動

遊びや生活を通した総合的な学び

ICT機器を活用した幼児の豊かな体験

幼稚園での活動

「カメはどんなところに住
みたいのかな？」

カメに愛着を持ち、餌やりな
どの世話をする中で、カメが冬
眠するところを探す姿
文部科学省「幼保小の架け橋プログラム
の実施に向けての手引きの参考資料より

生活科
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T s u C i t y

３－（８） 学校と地域が一体となって進める教育３.教 育

●●● 背景：時代の変化に伴い学校と地域の在り方が変化 ●●●

学校と地域が一体となって進める教育 ～学校運営協議会と地域学校協働本部の連携を通して～

P 計画 D

改善 評価

実行

A C

学校運営協議会 地域学校協働本部

教育委員会

●学校運営の基本方針の承認
●地域学校協働活動に関する協議

・何を目的・目標にして行うのか
・どのようにして行うのか（効果的な手段は）
・学校の「教育課程」とどのように関連付けるのか

●保護者や地域住民等が学校運営に
参画する体制づくり

●コミュニティ・スクールの趣旨
や効果の啓発

●先進事例の紹介
●カリキュラムマネジメントの推進

●学校マネジメント力の育成

●地域学校協働活動の推進
●コーディネーターの確保と養成
●コーディネーターの資質向上の

ための研修会の実施

●学校運営に関する意見
●教職員の任用に関する意見
●地域学校協働活動の改善
・目的・目標の（再）設定・微修正
・具体的な手段・方法の工夫・変更
・新たな課題への対応をどのように行うか
・業務改善をどのように行うか

地域学校協働活動

◆授業補助
◆学校行事への参加
◆学校周辺環境整備
◆登下校の見守り
◆郷土学習
◆本の読み聞かせ
◆課題解決学習
◆学びによるまちづくり
◆キャリア教育支援
◆公民館活動への参加
◆放課後子供教室
◆地域行事への参加
◆ボランティア・体験活動等

●学校評価（自己評価・学校関係者評価）

～子どもたちが夢や希望を持ち続け、生き抜いていく未来をめざして～

●幅広い地域住民や団体の参画
●地域と学校をつなぐコーディネート

地域とともにある学校づくり

◆教育環境を取り巻く状況
・児童生徒数の減少
・子どもの規範意識等への課題
・学校が抱える課題の複雑化・困難化

◆教育改革の動き
・「社会に開かれた教育課程」の実現

◆社会の動向
・少子高齢化の進行
・グローバル化や情報化の発展
・地域社会のつながりや支え合いの希薄化による

地域の教育力の低下

◆地域創世の動き
・学校を核とした地域の活性化
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T s u C i t y

３－（９） 三重短期大学の取組①３.教 育

 食物栄養学科の開設
充実したカリキュラムと少人数教育による丁寧な人材育成、全国でも数少ない公立の栄養士養成機関であ
る三重短期大学の認知度を上げ、広報効果を高め志願者数の増加を図ることを目的に、令和３年４月から、
「生活科学科食物栄養学専攻」を「食物栄養学科食物栄養学専攻」として学科独立しました。

【令和３年３月まで】 【現行】

学科 専攻 コース

生活科学科
（150名）

食物栄養学専攻
（50名）

生活科学専攻
（100名）

生活福祉・心理
コース

居住環境コース

学科 専攻 コース

食物栄養学科
（50名）

食物栄養学専攻

生活科学科
（100名）

生活科学専攻

生活福祉・心理コー
ス

居住環境コース

食物栄養学科における履修内容の変化

区 分
必要最低
単位数

一般教養

生活科学概論 ２

語学・情報・

環境・心理等
１４

専門教養
生 活 基 礎 ８

食物栄養専門 ４０

卒業に必要な単位数 ６４

一般教養が食物
栄養学に特化

専門8単位を
食栄専門分として
履修が可能

区 分
必要最低
単位数

一般教養

食物栄養学入門 ２

語学・情報・

環境・心理等
１４

専門教養 食物栄養専門 ４８

卒業に必要な単位数 ６４

新設科目：食物栄養学入門、病態学、食品学各論、応用栄養学Ⅱ、給食運営総合指導 88



T s u C i t y

３－（１０） 三重短期大学の取組②３.教 育

学 科

法経科（第２部）
（150名）→（100名）

「勤労学生の学びの場」から「リカレント教育の場」へ

◆ 入学後、あらかじめ長期での履修計画を作成した学生については、通常２年のカリキュラムを
３年もしくは４年で履修することを認める （学費は通常の２年分）

◆ 就業状況等に柔軟に対応できる、ゆとりのある履修環境の提供による法経科第２部の魅力アップ
◆ 長期履修制度に対応するため、定員を100名に変更

長期の履修が可能に

長期履修学生制度モデル 卒業に必要な履修単位 最低６４単位

１年次

長期履修期間 ３年

（年間の履修上限 30単位）

長期履修期間 ４年

（年間の履修上限 20単位）

2年次 3年次 4年次

２２単位 ２１単位 ２１単位

１６単位 １６単位 １６単位 １６単位

 法経科第２部長期履修学生制度スタート
三重短期大学法経科第２部において、仕事や育児・介護等により通学時間が限られる人や、ゆっくり時間をかけ
て学びたい人に学ぶ機会を提供することを目的とした長期履修学生制度を令和３年４月から開始しました。
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T s u C i t y

３－（１１） 三重短期大学の整備状況３.教 育

実施年度：平成２５年度
事業費 ４，６９６万円

実施年度 平成２６年度
事業費 ５，８５７万円

クラブハウス棟新築その他工事

実施年度 平成２９年度
事業費 ４，９９８万円

渡り廊下耐震補強その他工事

昇降機棟増築その他工事

【主な工事概要】
昇降機棟増築
鉄骨造４階建
延面積４３．９㎡

大学ホール改修（防水改修）
鉄筋コンクリート造２階建
延面積１，０６０㎡

【主な工事概要】
渡り廊下の耐震改修及び
管理棟出入口のバリア
フリー化工事

実施年度 令和元年度
事業費 ７，１６４万円

便所その他改修工事

【主な工事概要】
校舎棟
トイレ洋式化

２８か所
多目的トイレ設置

１か所

実施年度 令和４年度
事業費 １３，８７９万円
工期 令和４年５月１３日～令和５年２月３日

校舎棟外壁等改修工事

【主な工事概要】

校舎棟外壁塗装、
サッシ窓の取替、外
壁防水工事、管理
棟避難階段の取替
など

実施年度 令和４年度
事業費 ７，９９８万円
工期 令和４年９月２０日～令和５年３月１４日

校舎棟等空調設備改修工事

【主な工事概要】
校舎棟
室内機 ６０台
室外機 １２台

管理棟（応接室）
室内機 １台
室外機 １台

【主な工事概要】
鉄骨造１階建て １９５．１３㎡
クラブ室 １２㎡×１２室
フリースペース ２４㎡×２室
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